
初日の出、一年の計は元旦にあり
東の空と雪原を赤く染め、新たな時代のはじまり
そんな東雲（しののめ）で、新春を飾りたいものです。
今年は、四年に一度の閏年。閏年と言えばオリンピックが
開催される。１８９６年にギリシャのアテネで第一回が開催されて以来、
再びオリンピック発祥の地に戻る。
今年はどんな年になるのでしょうか。
（字旭の雪原にて撮影）
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球
規
模
へ
の
広
が
り
、
一
方
で
は

国
際
化
へ
の
進
展
な
ど
か
ら
、
各

種
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
分
権

は
市
町
村
が
基
礎
的
自
治
体
と
し

て
重
要
な
役
割
と
責
務
を
担
う
時

代
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
乍
ら
、
現
在
殆
ん
ど
の

市
町
村
は
、
国
か
ら
の
地
方
交
付

税
に
依
存
し
て
い
る
な
か
、
な
お

一
層
の
減
額
に
拍
車
を
か
け
る
国

の
姿
勢
で
あ
り
、
極
め
て
厳
し
い

財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

又
、
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い

て
も
特
に
、
人
口
一
万
人
未
満
の

市
町
村
に
は
大
変
厳
し
い
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
一
次
産
業
中
心
の

町
で
あ
り
ま
す
が
、
農
業
・
漁
業

の
安
定
な
く
し
て
町
の
発
展
は
難

し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

苫
前
町
は
、
現
在
五
二，

八
〇

皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
春
を
皆
様
と
と
も

に
迎
え
る
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

い
ま
、
わ
が
国
は
激
動
の
世
紀

と
言
わ
れ
一
向
に
回
復
の
兆
し
が

見
え
な
い
景
気
動
向
と
共
に
深
刻

な
経
済
的
、
政
治
的
、
社
会
的
な

諸
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
少
子

高
齢
化
の
到
来
や
環
境
問
題
の
地

〇
Ｋ
Ｗ
（
四
十
二
基
）
の
発
電
能

力
を
誇
る
日
本
一
の
風
力
発
電
の

町
で
す
が
、
こ
の
度
、
全
国
で
始

め
て
風
力
発
電
に
よ
る
電
力
安
定

供
給
を
可
能
と
す
る
大
型
蓄
電
シ

ス
テ
ム
の
実
用
化
を
目
指
し
た
研

究
開
発
事
業
の
実
施
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
額
国
費

（
三
十
一
億
円
）
で
電
源
開
発
（
株
）

が
行
い
、
来
年
度
完
成
予
定
で
あ

り
ま
す
。

更
に
は
、
国
の
直
轄
事
業
で
第

三
種
苫
前
漁
港
整
備
が
北
海
道
マ

リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
構
想
の
も
と
、
日

本
海
沿
岸
に
お
け
る
拠
点
漁
港
の

ひ
と
つ
と
し
て
着
々
と
整
備
さ
れ

て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

町
の
テ
ー
マ
を
風
、
海
、
温
泉
、

木
、
花
や
農
業
、
漁
業
等
自
然
を

ベ
ー
ス
と
し
た
苫
前
町
の
ま
ち
づ

く
り
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

と
ま
ま
え
温
泉
「
ふ
わ
っ
と
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
北
海
道
温
泉
地
人
気
投

票
「
好
き
な
温
泉
部
門
」
で
登
別

温
泉
に
次
ぐ
第
二
位
と
な
り
、「
温

泉
宿
部
門
」
で
も
第
三
位
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
更
に
施
設
の
充

実
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、

活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

「
人
が
輝
き
、
躍
動
す
る
ま
ち

苫
前
町
」
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
苫
前
町
の
将
来

に
と
っ
て
、
極
め
て
大
切
な
時
期

で
あ
り
、
将
来
の
苫
前
町
を
し
っ

か
り
見
据
え
て
、
悔
い
の
残
ら
な

い
よ
う
に
町
民
の
皆
様
が
納
得
で

き
る
し
っ
か
り
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。苫

前
町
の
初
日
の
出
も
ひ
と
し

お
の
気
持
ち
で
御
来
光
を
迎
え
ま

し
た
。

皆
様
が
お
元
気
で
住
み
や
す
く

活
気
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

今
日
も
風
を
受
け
て
日
本
一
の

白
い
風
車
が
回
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
最
良
の

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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苫
前
町
体
育
協
会
（
会
長
＝
渡
部

一
男
氏
）
並
び
に
苫
前
町
文
化
協
会

（
会
長
＝
中
野
吉
晴
氏
）は
、
十
一
月

二
十
一
日
町
公
民
館
に
お
い
て
「
表

彰
と
交
流
の
集
い
」
を
開
催
し
、
体

育
協
会
よ
り
体
育
振
興
に
寄
与
さ
れ

た
奨
励
賞
一
名
、
振
興
賞
一
団
体
・

一
名
、
功
績
賞
二
名
並
び
に
、
文
化

協
会
よ
り
文
化
振
興
に
寄
与
さ
れ
た

振
興
賞
三
名
、
特
別
賞
一
団
体
が
表

彰
さ
れ
、
各
協
会
加
盟
の
団
体
会
員

ら
が
受
賞
を
祝
っ
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
。

体
育
協
会
賞

◇
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

伊
藤
　
修
平
（
字
苫
前
＝
札
幌
第

と
し
て
会
の
運
営
に
尽
力
し
、
平
成

十
三
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
親
睦
と

指
導
に
貢
献
。

松
岡
　
満
雄
（
字
古
丹
別
）

昭
和
五
十
七
年
に
く
ま
獅
子
保
存

会
に
入
会
後
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら

会
計
を
務
め
、
平
成
九
年
か
ら
は

「
く
ま
獅
子
少
年
団
」指
導
員
と
し
て

尽
力
。

◇
文
化
特
別
賞

苫
前
町
子
ど
も
会
か
る
た
チ
ー
ム

籾
山
憂
気
、
小
澤
春
菜
、
瀬
川
久

美
子
（
字
苫
前
＝
苫
前
中
学
校
一
年
）

北
海
道
子
ど
も
カ
ル
タ
大
会
小
学

生
の
部
優
勝
。
北
部
北
海
道
下
の
句

カ
ル
タ
大
会
優
勝
。

中部三町村漁協青年
部で構成される留萌中
部ハタハタ研究会が、
苫前漁港築養施設にお
いてハタハタの増殖を
図ろうと、人工採卵・
ふ化・育成作業を開始。

採卵は、捕獲されたハタハタから卵（1匹当たり約２
千個）を取り出し受精させ、同築養施設内でふ化させ、
目標４万匹の放流を目指す。ハタハタは市場価格も高
値であり、この取り組みがNHK「ほくほくテレビ」で
紹介されるなど、漁協関係者から大きく期待がかかる。
また、ハタハタは雪が降る前が盛漁期で「冬を告げる
季節魚」として知られ、この時期、海岸に「ブリコ
（受精卵）」が打ち上げられるため、見つけた方には漁
協青年部へ連絡を呼びかけている。

一
高
等
学
校
三
年
）

全
国
高
校
ス
キ
ー
大
会
出
場
、
全

国
高
校
選
抜
ス
キ
ー
ア
ル
ペ
ン
大
会

回
転
競
技
二
一
位
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

苫
前
ア
イ
ア
ン
マ
ン
ク
ラ
ブ

服
部
千
春
、
佐
々
木
匡
（
字
古
丹

別
）
合
田
真
智
子
（
字
旭
）

日
本
海
オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
国
際
大
会
リ
レ
ー
の
部
第

三
位
。

開
発
　
法
起
（
字
苫
前
）

北
海
道
剣
道
祭
剣
道
形
試
合
の
六

段
以
上
の
部
で
優
勝
等
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
功
績
賞

奥
山
　
和
彦
（
字
古
丹
別
）

平
成
二
年
よ
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
理
事
、
現
在
審
判
部
長
と
し
て
競

技
の
普
及
発
展
の
貢
献
。

前
田
　
良
徳
（
字
古
丹
別
）

平
成
元
年
よ
り
軟
式
野
球
連
盟
審

判
員
と
し
て
、
青
少
年
健
全
育
成
や

野
球
チ
ー
ム
の
育
成
強
化
に
貢
献
。

◇
文
化
振
興
賞

加
藤
七
穂
子
（
字
苫
前
）

昭
和
六
十
一
年
よ
り
ク
リ
ス
タ
ル

コ
ー
ラ
ス
代
表
と
し
て
会
の
運
営
に

尽
力
。

工
藤
　
喜
三
郎
（
字
古
丹
別
）

平
成
四
年
か
ら
花
木
愛
好
会
役
員

体育協会から表彰を受ける受賞者

十
二
月
十
五
日
町
公
民
館
に
お

い
て
各
町
内
会
役
員
が
参
集
し

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」が
開
催
さ

れ
、
各
地
区
か
ら
の
要
望
事
項
へ

の
回
答
結
果
が
報
告
さ
れ
た
後
、

首
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
「
第
二

十
七
次
地
方
制
度
調
査
会
」
の
最

終
答
申
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
た
。

ま
た
、
合
併
問
題
を
広
域
的
に

検
討
し
て
い
る
留
萌
中
部
地
域
振

興
協
議
会
に
お
い
て
合
併
を
す
る

と
し
た
場
合
の
姿
を
検
討
す
る
た

め
、
中
部
三
町
村
の
事
務
事
業
を

比
較
し
課
題
を
洗
い
出
し
た
「
三

町
村
事
務
事
業
調
整
方
針
」
が
示

さ
れ
、
今
後
合
併
す
る
と
し
た
場

合
の
課
題
が
説
明
さ
れ
た
。
森
町

長
か
ら
は
、「
も
し
、
合
併
す
る
と

し
て
も
、
あ
く
ま
で
対
等
合
併
で

あ
り
、
合
併
後
の
各
地
域
の
振
興

策
が
最
重
要
課
題
と
な
り
、
議
論

す
る
と
す
れ
ば
分
散
型
合
併
に
つ

い
て
議
論
し
て
い
き
た
い
し
、
そ

の
議
論
の
準
備
も
進
め
て
い
き
た

い
。」と
合
併
に
対
す
る
考
え
方
が

示
さ
れ
た
。

ま
た
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
の
有
無
に
つ
い
て
の
問
い
に
森

町
長
は
「
ま
ず
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
こ
の
合
併
問
題
の
現
状
に
つ

い
て
、
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
先
決
で
、
今
は
そ
の
段
階

に
は
な
い
。
ま
ず
は
、
各
地
域
で

の
「
合
併
説
明
会
」
を
精
力
的
に

実
施
し
て
い
き
た
い
。」
と
説
明
し
、

今
後
、
各
町
内
会
ご
と
に
説
明
会

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
市
町
村
合
併
問
題
は
、
苫

前
町
の
将
来
を
決
め
る
重
要
な
課

題
で
す
。
是
非
、
参
加
く
だ
さ
い
。

市
町
村
合
併
問
題
の
現
状
を
報
告

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
開
催

市
町
村
合
併
問
題
の
現
状
を
報
告
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十
一
月
二
十
九
日
町
公
民
館
に
お

い
て
、
苫
前
商
業
高
校
体
験
発
表
会

が
行
わ
れ
、
サ
ハ
リ
ン
交
流
体
験
や

施
設
見
学
・
職
場
体
験
・
町
内
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
様
々
な
体

験
談
を
交
え
、
感
動
と
経
験
を
映
像

を
活
用
し
な
が
ら
報
告
し
た
。

三
年
生
の
研
究
課
題
で
は
、「
交
通

の
歴
史
」、「
郵
政
公
社
の
民
営
化
」

に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
、
商
業
部
か
ら
は
「
市
町

村
合
併
問
題
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
関
係
機
関
の
取
材
活
動

内
容
を
細
か
に
報
告
。「
合
併
に
伴
う

財
源
確
保
や
合
理
化
な
ど
に
よ
る
財

政
健
全
化
が
図
ら
れ
る
反
面
、
周
辺

地
域
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
過
疎
化
に

よ
る
衰
退
化
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、

町
全
体
で
合
併
問
題
に
つ
い
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
。」と
提
言
さ
れ
、
参

加
し
た
地
域
住
民
は
生
徒
の
真
剣
な

発
表
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

介護技術と知識の向上を

11月29・
30日の両日
町生きがい
デイサービ
スセンター
に お い て 、
道介護実習
普及センタ
ーの主催に

より「家族のための介護講座」が開催され、
30名の参加者が受講し、介護や介護予防の知
識、技術と介護サービスへの理解を深めてい
た。講師の松野美穂（（有）シナジーワークプ
ランニングセンター取締役）さんから「介護
における問題点」や「お年寄りの自立を目指
した生活介護」について、講義並びに実技指
導を受け、参加者は家庭で行う介護について
学んでいた。

苫前中学校３年生が11月25日総合学習での「地域のためにでき
ること～福祉ボランティア」により、地域でのボランティア活動を
実践。「独居老人宅」の掃除や話し相手、「老人クラブ」とのゲート
ボールや昔遊び（お手玉など）での交流、苫前保育園園児やポテト
の会との交流など、各地域に分かれてボランティア活動を展開。保
育園では、卒園者である奥泉大輔くんと籾山隼人くんが園児に紙芝
居や紙飛行機づくりなどで園児とふれあう姿に、高田園長が園児だ
った頃の二人の姿を思い浮かべていた。

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

入
選
者
三
十
三
名
を
表
彰

第
二
十
三
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク

ー
ル
表
彰
式
が
十
二
月
六
日
町
公
民

館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
応
募
総
数
百

名
の
中
か
ら
各
部
門
別
（
六
部
門
）

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
佳
作
入
選
者

三
十
三
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

表
彰
式
は
、
廣
瀬
教
育
長
よ
り
各

入
選
者
に
賞
状
並
び
に
記
念
品
が
授

与
さ
れ
、
各
部
門
最
優
秀
作
品
が
入

選
者
よ
り
朗
読
披
露
。
審
査
委
員
長

で
あ
る
高
木
満
古
丹
別
小
学
校
校
長

か
ら
「
朗
読
を
聴
き
、
心
が
洗
わ
れ

さ
わ
や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

例
年
に
な
く
応
募
数
が
多
く
、
全
道

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
品
も
あ
り
、
内

容
の
あ
る
作
品
が
多
か
っ
た
。」と
講

評
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
。

入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
の
み
）

◇
小
学
一
年
生
の
部

最
優
秀
賞
〜
高
瀬
　
史
帆
（
苫
小
）

優

秀

賞
〜
鈴
木
　
章
太
（
古
小
）

山
本
　
侑
奈
（
苫
小
）

◇
小
学
二
年
生
の
部

最
優
秀
賞
〜
佐
々
木
　
星
（
古
小
）

優

秀

賞
〜
小
野
田
　
峻
（
苫
小
）

川
村
　
　
巧
（
苫
小
）

◇
小
学
三
・
四
年
生
の
部

最
優
秀
賞
〜
前
田
　
玲
奈
（
古
小
四
年
）

優

秀

賞
〜
旭
　
　
七
歩
（
苫
小
四
年
）

◇
小
学
五
・
六
年
生
の
部

最
優
秀
賞
〜
丹
羽
　
正
士
（
古
小
六
年
）

優

秀

賞
〜
成
川
明
日
香
（
苫
小
六
年
）

千
葉
　
和
美
（
古
小
六
年
）

◇
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞
〜
打
田
　
亜
衣
（
苫
中
三
年
）

優

秀

賞
〜
星
　
　
早
織
（
古
中
二
年
）

堀
　
　
翔
平
（
古
中
一
年
）

◇
高
校
生
の
部

最
優
秀
賞
〜
大
橋
　
　
学
（
苫
商
高
一
年
）

優

秀

賞
〜
高
原
　
祐
人
（
苫
商
高
一
年
）

若
狭
亜
里
沙
（
苫
商
高
一
年
）

家族のための介護講座
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●赤ちゃんが泣く
赤ちゃんが泣くこと以外に訴えるすべがありません。
痛いときは泣きます。お腹がすいても、甘えたくても、
何でもなくても泣きます。泣く原因は非常にたくさん
存在し、病気なのかどうかを見分けることは簡単では
ありませんが、「原則」としては、激しく泣き叫ぶ子ほ
ど案外健康である、ということです。髄膜炎などの重
大な病気のときは時間の経過とともに消耗して、泣き
声も少なく、ぼんやりしてきます。また、泣いている
以外に何か症状がないかどうかも大切な手がかりです。
下痢や便秘、あるいは血便、風邪症状などはないか確
認してみましょう。「例外」として“けが”があります。
脱臼や骨折は案外起こりやすいので、その前後で赤ち
ゃんがどんな状況にあったのか確認も必要です。
ここまでで、思い当たらないものの中で、圧倒的に
多い（しかもやっかい）のは、病気とは言えませんが、

コリック（夕暮れ泣き）です。はっきりした原因は分
かっていません。何時間も泣きっぱなしで音を上げる
ご両親もおられるでしょう。泣く子には、小児科医も
お手上げのことがあります・・・コリックはいずれ起
こさなくなること、赤ちゃんの人格とは関係がないこ
とは覚えておいてください。
赤ちゃんが泣く理由は、身体と自我の発達によって
わずか1-2ヶ月の間にも大きく変化します。空腹、寂し
さ、安心感、新しくできるようになったこと、いつの
間にかその「泣き」に、お子さんの変化、成長を感じ
られるようになると思います。
今回で、こどもの症状の見方と対処について終了い
たします。

北海道立羽幌病院

子どもの症状の見分け方やその対処 こどもの痛み（あるいは泣く）（4）

初心者、上級者問わず、全日本スキー連盟公認指
導員が親切、丁寧に指導してくれます。 
今年も古丹別・苫前の両地区で開催いたしますの
で、ふるって参加下さい。 
日　程：１月１４日(水) １６日(金) １９日(月) 
　　　　２１日(水) ２３日(金) 計５日間 
時　間：１９：００～２０：４５ 
場　所：古丹別緑ヶ丘スキー場及び 
　　　　苫前三角点スキー場 
対　象：高校生以上 
参加料：無　料（但し、スポーツ安全保険等には 
　　　　必ず個人で加入していること） 
申込み：１月１３日(火)まで 

　開催日が決定しました。「アトラクション」や「出店コー
ナー」等を予定していますので楽しみにお待ち下さい。 
 
日時：平成１６年２月２２日(日) 
　　　受　付 午前９時００分～ 
　　　開会式 午前９時３０分～ 
場所：とままえ温泉ふわっと 
 
 
 
参加部門 
①親子の部(小学校入学前の親子) 
②小学1･2年生の部　③小学3･4年生の部 
④小学5･6年生の部　⑤中学生の部 
⑥高校･一般の部　⑦連凧の部 
⑧大凧の部（面積２㎡以上の凧） 
※連凧・大凧の部は登録者５名以内 
 
詳細については、決まり次第お知らせいたします。 

申込先・お問い合わせは 

苫前町スポーツセンター 
 TEL ５－４５１５ まで 

お問い合わせ・ご相談は・・・ 
苫前町公民館　　　　　　電話　５－４０７６ 
苫前町スポーツセンター　電話　５－４５１５ 
HPアドレス http://www1.ocn.ne.jp/̃tomamae/

～あなたの生涯学習 、 応援します～ 
苫前町教育委員会 

ｅ－ｍ ａ ｉ ｌ tph@jasmine.ocn.ne.jp
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町
税
の
納
期

1月今
月
は

町
道
民
税
（
第
四
期
）

固
定
資
産
税
（
第
四
期
）

の
納
入
月
で
す
。

納
期
内
納
入
に

ご
協
力
願
い
ま
す
。

苫前町の交通事故情報
平成15年11月末現在

交通事故死ゼロ日数は

11月30日現在で561日

発生件数

１３件

死者数

０人

負傷者数

１９人

「まず、チェック！働くルールの最低賃金」

北海道の最低賃金

時間額637円
産業別最低賃金

電気機械器具製造業
情報通信機械器具製造業
電子部品・デバイス製造業

船舶製造・修理業
船体ブロック製造業

最低賃金額
（時間額）

乳製品、糖類製造業

鉄鋼業

７１３円

７５４円

７０９円

７１５円

※北海道で事業を営む全産業の

使用者及びその者に使用され

る労働者に適用されます。

【通報のポイント】
○何があったのか、どんな事件･事故なのか
○いつ・・・何日の何時頃か、今からどれくらい前か
○犯人は・・・人数、服装、逃げた方向は
○事件・事故の概要は・・・けが人は何人、どんな状況
○あなたは・・・住所、氏名、電話番号

【お願い】
○携帯電話は、旭川方面本部につながります。最寄の警察
署に電話する場合は、警察署の電話番号をダイヤルくだ　
さい。
○運転中の携帯電話から「110番」しますと、電話切れや
交通事故の恐れがあり、必ず止めてから通報ください。
○「110番」は事件･事故を通報する緊急電話です。いたず
らは電話は絶対にやめましょう。

年末年始は、空き巣ねらいなど侵入犯罪やひったくり、車
上ねらいなど街灯犯罪の多発が予想されますので、「家の戸締
り」や「現金持ち歩きの注意」、「車から離れるときはドアロ
ック」に心がけましょう。 （羽幌警察署）

簡
易
裁
判
所
に
は
、
通
常
訴
訟
や

小
額
訴
訟
の
ほ
か
、
調
停
や
支
払
督

促
な
ど
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
様
々
な
民
事
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
、
簡
易
裁
判
所
で

は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
定
型
用
紙
を
用

意
し
、
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
手

続
き
を
掲
載
す
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
か
ら
一
定
の
資
格
を
持
つ
司
法
書

士
を
訴
訟
代
理
人
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
本
年
４
月
か
ら

は
、
通
常
訴
訟
請
求
金
額
の
上
限
を

九
十
万
円
、
小
額
訴
訟
で
は
六
十
万

円
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
、
民
事
手
続

き
が
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
等
割

引
制
度
が
改
正
さ
れ
、

十
二
月
一
日
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
等
が
有
料
道
路
を
利

用
す
る
場
合
、
事
前
に
割
引
証
の
交

付
を
受
け
て
か
ら
利
用
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
の

改
正
に
伴
い
、
交
付
を
受
け
て
い
る

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
証
明
印
（
申

請
に
基
づ
き
町
が
証
明
し
ま
す
。）を

提
示
す
る
だ
け
で
割
り
引
き
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
な
お
、
介
護
者
が
運
転

す
る
場
合
も
同
様
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走

行
時
の
割
引
も
受
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
購
入
の
助
成

（
一
万
円
）も
全
国
で
十
五
万
人
先
着

で
行
わ
れ
る
な
ど
、
障
害
者
に
お
け

る
有
料
道
路
の
利
便
性
が
向
上
し
て

お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
町
民
課

住
民
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

Information
お 知 ら せ
Information
お 知 ら せ

１月10日は『110番の日』
身近な犯罪　防ぐあなたの　110番

戸
籍
の
小
箱

石
井
　
　
慧け

い

浩
　
／
真
美
11
月
25
日
苫
　
前

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

住
所

ご
成
長
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

二男

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

加
藤
　
伸
子
（
61
歳
）
11
月
17
日

古
丹
別

尾
泉
ハ
ル
ヨ
（
94
歳
）
11
月
28
日

九
　
重

矢
野
　
　
博
（
81
歳
）
11
月
30
日

香
　
川

花
輪
　
ふ
じ
（
94
歳
）
12
月
14
日

古
丹
別

氏
名

年
齢

死
亡
日

住
所

12月広報に織り込んでおりました年末年始の町内
各機関業務日程において、ゴミ収集車の運行期間の
表示に一部誤りがあり、以下のとおり訂正し、お知
らせいたしますのでご確認願います。

ゴミ収集車の運行のお知らせゴミ収集車の運行のお知らせ

年末　12月30日（火）まで平常どおり収集
年始　1月5日（月）から平常どおり収集
ご迷惑をおかけし、お詫び申し上げます。
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苫前中２年連続最優秀賞
第２回道北地区中学校かべ新聞コ
ンクールにおいて、２年連続３年生
の部最優秀賞を獲得。審査委員から
は「テーマ性、具体的取り組みの紹
介・インタビュー、写真の使い方を
含め完成度が高い。」と評価されて
いた。編集に携わった生徒は「苦労
しながらも、たくさんのことを学べ
ました」と喜びを語っていた。

海
上
保
安
庁
で
は
、（
財
）
海
上
保

安
協
会
の
協
力
の
も
と
「
第
４
回
未

来
に
残
そ
う
青
い
海
図
画
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
。

杉
本
さ
ん
の
絵

画
が
認
め
ら
れ
、

十
一
月
二
十
六

日
苫
前
中
学
校

に
お
い
て
表
彰

状
が
授
与
さ
れ

た
。
受
賞
さ
れ

た
杉
本
さ
ん
は

「
こ
の
作
品
は
、夏
休
み
の
自
由
研
究

で
空
の
色
の
濃
淡
を
表
現
す
る
の
に

苦
労
し
ま
し
た
。
絵
を
描
く
の
が
大

好
き
で
す
。」と
喜
び
を
述
べ
て
い
た
。

このほど北海道産業貢献賞における漁業関係者に
おいて、海区漁業調整委員等功労者に苫前の西田清
一（69）さん（漁業＝苫前漁業協同組合組合長・
町議会議員）と優良水産業協同組合等功労者に力昼
の佐々木保（72）さん（漁業＝苫前漁業協同組合
理事）の２名が受賞されました。

十
一
月
二
十
六
日
〜
二
十
七
日
の

二
日
間
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
「
太
極
拳
教
室
」
が
行
わ
れ
、

教
室
に
参
加
し
た
高
齢
者
等
が
目
に

は
見
え
な
い
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
言

わ
れ
て
い
る
「
気
」
と
「
血
液
」
の

流
れ
を
整
え
る
「
太
極
拳
」
を
体
験
。

講
師
に
は
、
北
海
道
武
術
太
極
拳

連
盟
理
事
の
菊
地
榮
子
さ
ん
が
指
導

に
あ
た
り
、
八
つ
の
基
本
動
作
を
組

み
合
わ
せ
て
誰
に
で
も
簡
単
に
で
き

る
中
国
式
体
操
を
指
導
。
ゆ
っ
く
り

と
し
た
動
作
で
姿
勢
を
保
つ
の
は
、

意
外
と
い
い
運
動
み
た
い
で
す
。

西
田
清
一

さ
ん
は
、
平

成
四
年
か
ら

現
在
ま
で
留

萌
海
区
漁
業

調
整
委
員
会

の
漁
民
代
表
と
し
て
、
年
々
複
雑
化

す
る
各
種
漁
業
の
調
整
や
時
機
を
得

た
委
員
会
指
示
発
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
、
委
員
会
運
営
に
大
き
く

寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

佐
々
木
保

さ
ん
は
、
昭

和
四
十
八
年

に
苫
前
漁
業

協
同
組
合
監

事
、
昭
和
五
十
七
年
に
同
理
事
に
就

任
し
て
以
来
、
公
正
な
判
断
力
と
卓

越
し
た
指
導
力
で
組
合
員
の
負
託
に

応
え
、
組
合
経
営
の
健
全
化
・
各
種

事
業
の
適
正
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

古
丹
別
の
五
反
田
久
さ
ん

宅
で
は
、
見
事
な
電
飾

（
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）

で
街
を
明
る
く
し
、
通
り
が
か
り
の

方
や
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
。
五
反

田
さ
ん
は
、
昨
年
か
ら
自
分
の
玄
関

を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に

始
め
、
旭
川
市
な
ど
で
の

住
宅
に
お
け
る
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
見
て
、
是
非

家
で
も
や
っ
て
み
た
い
と

十
一
月
上
旬
に
器
材
を
購

入
。
十
日
間
か
け
て
、
自

分
の
庭
に
電
飾
を
飾
っ
た
。

長
い
も
の
で
八
○
ｍ
に
及

ぶ
も
の
や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
、
ト
ナ
カ
イ
な
ど
が
あ

り
、
地
域
の
方
々
を
楽
し

ま
せ
て
い
る
。
五
反
田
さ

ん
は
、「
一
月
い
っ
ぱ
い
は

飾
り
た
い
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

苫
前
町
へ
寄
付

○
古
丹
別
　
中
　
野
　
英
　
三
　
様

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

○
苫
　
前
　
濱
　
本
　
恭
　
子
　
様

○
古
丹
別
　
秋
　
山
　
　
　
享
　
様

○
東
京
都
　
矢
　
野
　
陽
　
一
　
様

各
町
内
会
へ
寄
付

（
上
平
町
内
会
へ
）

○
上
　
平
　
山
　
根
　
一
　
正
　
様

（
苫
前
町
内
会
へ
）

○
苫
　
前
　
沢
　
村
　
京
　
子
　
様

各
老
人
ク
ラ
ブ
へ
寄
付

（
苫
前
は
ま
な
す
ク
ラ
ブ
）

○
苫
　
前
　
沢
　
村
　
京
　
子
　
様

（
上
平
老
人
ク
ラ
ブ
）

○
上
　
平
　
山
　
根
　
一
　
正
　
様

（
香
老
園
老
人
ク
ラ
ブ
）

○
東
京
都
　
矢
　
野
　
陽
　
一
　
様

（
九
重
白
葉
会
）

○
九
　
重
　
尾
　
泉
　
　
　
昇
　
様

（
古
丹
別
老
人
ク
ラ
ブ
）

○
古
丹
別
　
秋
　
山
　
　
　
享
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

お
　
詫
　
び

十
二
月
号
苫
前
町
表
彰
式
に
お
け

る
感
謝
状
（
町
内
在
住
八
十
年
以
上
）

に
お
い
て
表
彰
を
受
け
て
い
な
い

「
金
田
睦
子
」
様
の
お
名
前
が
あ
り
ま

し
た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。



広報とままえ　１月号　8頁

▽
過
疎
地
に
お
け
る
医
療
対
策
は
、

ま
ず
医
師
の
確
保
か
ら
始
ま
る
の
が

実
態
▽
昨
年
、
過
疎
地
に
お
け
る
医

療
体
制
確
保
か
ら
医
師
の
名
義
貸
し

が
問
題
と
な
っ
た
。
各
自
治
体
の
医

療
担
当
者
は
頭
を
悩
ま
さ
れ
る
。
▽

そ
ん
な
過
疎
地
域
の
へ
き
地
医
療
を

テ
ー
マ
に
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
「
Ｄ
ｒ

コ
ト
ー
診
療
所
」（
フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列

で
昨
年
放
送
）
が
高
視
聴
率
を
得
て

い
る
。
▽
そ
の
「
Ｄ
ｒ
コ
ト
ー
診
療

所
」
新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル
が
一
月
九
・

十
日
の
二
日
間
放
映
さ
れ
る
。
▽
今

回
は
、
南
の
孤
島
「
志
木
那
島
」
で

の
へ
き
地
医
療
と
「
北
海
道
」
の
へ

き
地
医
療
を
対
比
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
医
師
の
苦
悩
を
描
く
。
▽
な
ん
と

そ
の
ド
ラ
マ
が
苫
前
町
を
舞
台
に
ロ

ケ
が
行
わ
れ
た
。
是
非
見
て
み
た
い
。

で
も
、
主
役
の
吉
岡
秀
隆
さ
ん
や
柴

崎
コ
ウ
さ
ん
が
こ
な
か
っ
た
の
は
残

念
で
し
た
。

編
集
雑
記
帳

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の
保
育
所

（
園
）
・
小
・
中
学
校
・
高
校
の
園
児

や
児
童
生
徒
の
作
品
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
作
品
を
紹
介
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
月
号
の
予
定
は
苫
前
中
学
校
の

生
徒
の
み
な
さ
ん
で
す
。

古丹別中学校の生徒の作品

「静物画」

「静物画」

「自画像」

ぶどうの影をつけ
て、きれいに見せ
るのを頑張りまし
た。

１年

池田　竜之くん

影になる所を少し
暗く、物の配置場
所も考えながら上
手に書けました。

１年

松倉　浩平くん

影がうまくで
きなかったの
ですが、全体
的に良くでき
ました。

３年

相馬龍太郎くん

「力強い歩み」

うまくいった
ところは、「歩」
と「強」とい
う字がうまく
いきました。

１年

玉川　茉弥さん

「会意文字」

難しかった所は
「文」のはねる
所が大変でし
た。でも全体的
にうまくいった
と思います。

２年

今　　静香さん

「創意工夫」

全体のバランス
がとてもうまく
いきました。

３年

竹花　沙織さん

「深夜月光」

うまくいった
ところは、の
びのびと太く
書けたところ
です。

１年

伊藤　陽香さん
「自画像」

影がうまくい
きました。

３年

池田　真之くん

風力発電の売電状況
（町営分）

15年の実績（１月～11月分）
４０，２９８，５７３円

平成15年11月分の実績
・供給電力量
４６８，３７０ｋＷｈ
５，８７６，８７２円

（設備利用率３２．８５％）


